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１．研究計画の概要 
 
	
 本研究においては，メゾスコピック界面

熱流体力学の展開として，下記４点を研究

計画の中心として活動を行ってきた．すな

わち， 

(1) 移動・変形を伴う固液気３相巨視的境
界線（マクロ的コンタクトライン：以下

M-CL）前方に存在する先行薄膜領域の高
精度検出 

(2) M-CL 近傍における含有微粒子挙動の
３次元挙動の理解 

(3) 固体面性状・面上物質が与える M-CL
移動・先行薄膜発達への影響の把握 

(4) M－CLおよび先行薄膜領域，それら内部
における粒子運動制御の実現 

である．これらのトピックに関し，実験お

よび数値計算により研究を進めてきた． 
 
 
２．研究の進捗状況 
	
 内容（１）に関しては，偏光干渉計を用い

た手法に加え，ブリュースター角顕微鏡およ

び共焦点型レーザ変位計の導入により，異な

る手法により同等の計測を実現できた．これ

により，先行薄膜の時空間的発達過程やその

形状変化について知見を得ることに成功し

た．さらに試験流体の粘性の影響についても

知見を得た． 
	
 内容（２）に関しては，いわゆるコーヒー

ステイン問題に着目し，液滴を固体基板に滴

下した直後の含有粒子の影響およびその挙

動について実験を進めてきた．液滴の濡れ拡

がりに対する含有粒子が与える影響を明ら

かにしつつ，濡れ拡がりが進んでいく過程に

おいて液滴内部に形成される対流場につい

て，３次元 PTV（粒子追跡速度計測法）を道
有して対流場の再構築を行った． 
	
 内容（３）については，分子レベルの凹凸

を有する基板上での液滴の濡れ拡がりにつ

いて，分子動力学法を用いた数値計算により

解析を行った．これにより，パターンの方向

と液滴の変形の関係を明らかにした．また，

実験により固体基板上に電気的に中性な粒

子を静置しておき，先行薄膜領域との相互作

用の有無について解析を行った． 
	
 内容（４）に関しては，昨年度から予備実

験を開始している段階であり，今年度の重要

課題となる． 
 
 
３．現在までの達成度 
	
 内容（１）~（３）に関しては，研究開始
前の想定と同等あるいはそれ以上の結果を
得ることが出来た．特に，（１）においては
原理的に異なる複数の手法により先行薄膜
領域の検出が出来たことにより，我々の研究
チームで検出したものが，従来の研究で対象
としていた充分発達した状態の先行薄膜と
異なる領域のものであることを示すことが
出来た．また，粒子を含有する液滴の濡れに
関しても，液滴滴下からの経過時間により，
粒子の寄与度が異なることを明らかに出来
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たことは大きな成果であると考えている． 
 
 
４．今後の研究の推進方策	
 
	
 内容（１）~（３）に関連する成果につい
ては，いずれも学術論文として発表あるいは
発表準備中である．内容（１）および（２）
については，昨年度の研究成果をこれから至
急まとめていきたいと考えている．	
 
	
 液滴内に存在する固体物質が先行薄膜形
成に与える影響（内容（４））に加え，複数
の液滴の合体過程における先行薄膜の挙動
について，実験・計算の両方のアプローチに
より解析を行っていく予定である．	
 
	
 また，分子動力学による数値計算について
は，より現実的な物質の組み合わせにより解
析が可能となるように進めていきたいと考
えている．	
 
	
 
	
 
５.	
 代表的な研究成果	
 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）	
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〔その他〕 
	
 内容（２）に関して，本研究成果をベース
にフランス国立科学研究センター（CNRS）
との共同研究が実現することとなった．	
 


